
【１】 はじめに １月 １日（水）
【２】 足立区 ２月 １日（日）
【３】 荒川区 ３月２３日（日）
【４】 板橋区 ３月３０日（日）
【５】 江戸川区 ４月１９日（土）
【６】 大田区 ４月２７日（土）
【７】 葛飾区 ５月３１日（土）
【８】 北区 ４月２９日（火）
【９】 江東区 ５月 ２日（金）

【１０】 品川区 ５月 ４日（日）
【１１】 渋谷区 ６月１４日（土）

【１２】 新宿区 ６月２１日（土）
【１３】 杉並区 ７月１９日（土）

【１４】 墨田区 ７月２７日（日）
【１５】 世田谷区 ８月

【１６】 台東区 ８月
【１７】 中央区 ８月
【１８】 千代田区 ９月
【１９】 豊島区 ９月
【２０】 中野区 １０月
【２１】 練馬区 １０月
【２２】 文京区 １１月
【２３】 港区 １１月

東京２３区探索徒歩の旅

【１４】 墨田区

２０１４年７月２７日（日）
折笠公徳

２．墨田区紹介

1878年（明治11年）に北部は南葛飾郡に編入され、南部は東京15区の一つ・本所区として成立する

ようになる。また、工業化の波が押し寄せることとなり、北部も南部も開発が進んでいくようになった。

1932年（昭和7年）には、北部に向島区が誕生。1935年（昭和10年）の国勢調査人口は、現在の墨田

区域（当時の本所区と向島区の合計）で464,892人であり、隣の台東区域（当時の浅草区と下谷区

の合計）464,217人と共に、東京で最も人口が集中しているエリアであった。

1947年（昭和22年）に本所区と向島区が合併し現在の墨田区が誕生した。区名は、隅田川の堤の

通称「墨堤」から墨を、隅田川から田を取ったものであった。

１．旅前の墨田区の印象

小生、墨田区との付合いは幼年時からたいへん濃い。母の叔母（豪傑）の家が向島にあり、そこは、

折笠製作所（有）の発祥の地でもある。荒川を隔てて葛飾区の隣であり、よく自転車で、八広、曳舟、

向島、本所吾妻橋などに遊びに行った。ちょっと大きくなってからは、錦糸町、両国などに出没した。

近年、東京スカイツリーが完成し、旧業平橋・押上地区は昔の面影は無くなった。

今日は、改めて墨田区を隅田川沿いに縦断するが、新旧思い出を訪ねる楽しい旅になりそうだ。



３．今回の墨田区徒歩の旅

１）ルートと全体概要

（１）往路

大月駅→ （中央本線） → 神田駅 → （地下鉄銀座線） → 浅草駅 →

（東武スカイツリー線） → 鐘ヶ淵駅

（２）徒歩の旅

鐘ヶ淵駅 → 水神大橋 → 白髭橋 → 向島百花園 → 言問橋 → 牛島神社 →

東京スカイツリー → 墨田区役所 → 駒形橋 → 蔵前橋 → 横綱公園 →

旧安田庭園 → 両国国技館 → 両国駅

（３）復路

両国駅 → （総武本線） → 秋葉原駅 → （山手線） → 東京駅 → （中央本線） → 大月駅

1963年（昭和38年）までは、町の復興及び発展とともに人口が増加していったものの、その後は

頭打ちとなり減少し始めた。

また、町工場も郊外や日本国外への移転などにともない減少していくこととなった。

近年では、これら工場跡地にマンションを建てるなどの開発が進められ、特に2000年（平成12年）

以降は人口が大きく増加（回復）している。

押上・業平橋地区では、自立式鉄塔としては世界一となる高さ634mの地上デジタル放送用タワー、

東京スカイツリーが2012年5月に開業した。

観光と防災都市のシンボルにし、世界一の観光都市を目指すという。



４時５５分

起床。快晴。

外は、まだ涼しく爽やか。

昨日の昼間は３６℃以上で暑かった。

今日も同じと予想されるので、十分な水分補給が必要だ。

今日は、東京２３区徒歩の旅の１３回目、墨田区へ行く。

朝食は、クリームパン、目玉焼き２個＆ウィンナー３個、とうふの味噌汁、

野菜ジュースとあっさり系。

昨日は、家内とビッグボーイに行き、ステーキ３２０ｇとその他多数で

充分な栄養補給を実施した。

今日も大月駅まで青い折笠プリウスαで送って貰う。

濱野屋のパ―ト頑張ってね。

５時３７分

中央特快東京行発車。

日曜日だというのに結構人が多い。

みんなどこへ行くのかな。

何故か、車内にトンボが飛んでいる、のどか～。

乗換駅の神田までパソコンに旅行プランを入力する。

神田から浅草まで地下鉄銀座線に乗る。

日本最古の地下鉄、車両は更新されているが、駅は昔の面影を残していて

非常に情緒がある。

浅草から鐘ヶ淵までは、東武鉄道スカイツリーラインに乗る。

浅草駅は松屋デパートの中にあり、これまた旅の情緒をかもし出している。

小生、赤ん坊の頃から、ここから東武電車に乗っている。

歩く前から、すっかり旅気分である。

７時４５分

今日の徒歩の旅の出発地点である鐘ヶ淵駅着。

下町情緒があってたいへん良い感じ。

鉄道マニュアにとっては、大変魅力的なレールの曲線と

ポイントがある。そこを特急りょうもう号が走って行った。

ところで鐘ヶ淵という名をどこかで聞いたことがあるが・・・

そこで紹介

『2007年6月30日に解散した企業であるカネボウ（事業としては

クラシエホールディングスが継承）の旧社名、鐘淵紡績および、

元々は同根の企業であったカネカの旧社名、鐘淵化学は、

鐘ヶ淵が創業の地である。』

なるほどね。由緒ある場所なのですね。

７時５２

出発。隅田川の水神大橋を目指す。

７時５５分

なにやら凄いビル。ビルが道を跨いでいる。

なんと緑の部分が住宅の渡り廊下なのだ。

都立白髭東アパート群。規模がでかい。

鐘ヶ淵駅

魅力的なレールの曲線とポイント

緑の部分が住宅の渡り廊下



８時００分

水神大橋。

ここで紹介

『創架は1989年（平成元年）3月。橋の組み立てを陸上で行い、

橋桁を台船に乗せて干満の差を利用して橋脚に乗せるという

方法を利用した。

もともと「水神の渡し」という渡船場があった場所でもある。』

水辺テラス入口。

久々に隅田川に来た。悠々と水が流れている。

今回の旅は、隅田川に掛る橋の歴史探訪の旅でもある。

８時０５分

隅田川の水辺を歩いている。

対岸には母校の都立産業技術高専（旧都立航空高専）が見えている。

姿が美しい。なかなか、絵になるなあ。

家の無い人たちが寝そべって隅田川を見つめている。

まるで哲学者の様な目をしている。

８時１３分

白髭橋。

ここで紹介

『橋名は東岸にある「白鬚神社」に因む。なお、白「髭」（くちひげの意）と

誤記されることがあるが、白「鬚」（あごひげの意）が正しい。

もともと「橋場の渡し」と「白鬚の渡し」という渡船場があった場所であり、

特に橋場の渡しは江戸時代、文禄3年（1594年）に千住大橋が完成して

主だった街道筋が移されるまでは、隅田川を渡る中心地であった。』

橋の形は、均整のとれた曲線がきれいである。

ただ、力学的にちょっと？の形。

真中あたりにの柱が引張方向だけで支えている。

締結部を見に行ったが、石で隠れていて良く見えないが、

どうも柱と横ネタはリベットで締結されている様だ。

リベットの剪断力で持たせているのか、締結面力で持たせているのか？

ここで、一端隅田川と別れて左折し、向島百花園に向かう。

８時２７分

白髭公園通過。

墨堤通りを行く。

８時３１分

突然、SEIKOミュージアムが現れた。

SEIKOミュージアムはセイコーブランドの情報発信基地として

設立された、大人から子供まで楽しめる散策スポットだそうだ。

やはり歩いて見ないとわからないもんだ。

水神大橋

悠々と流れる隅田川

白髭公園

白髭橋

対岸の都立産業技術高専

ＳＥＩＫＯミュージアム



８時３１分
白髭神社着。人がだれもいなくて静寂そのもの。

ここで紹介
『白髭神社は、天暦5年（951）に慈恵大師が関東下向時に、

白髭大明神の御分霊を当地に祀ったと伝えられています。
天正19年（1592）には、時の将軍家より神領2石を寄進されました。

隅田川七福神の寿老神としても親しまれています』

９５１年、ずいぶん古い神社なんだな。
中学時代の暗記文を思い出した「帰化人来たよ、ごさんぱち（５３８年）」

８時４２分

向島百花園着。
風情があって大変良い。

９時前だというのに、ジイー・バー（失礼）で賑わっている。
ここで紹介

『向島百花園（むこうじまひゃっかえん）は、東京都墨田区東向島
三丁目にある都立庭園で、江戸時代に発祥をもつ花園である。

みどころは早春の梅と秋の萩である。
隅田川七福神の発祥の地であり佐原鞠塢が所有していた、

ともいわれる「福禄寿」が祭られている。
幾度か変転を経ながらも、園内の景観は今なお旧時の趣きを保っており、

文人庭の遺構としても貴重なものである。
江戸時代の花園として僅かに今日に遺るものであり、その景観、遺跡ともに

重要であるとして、1978年（昭和53年）10月13日、国の史跡および
名勝に指定され、保護措置がとられることとなった。』

大輪朝顔展が実施されていた。

朝顔の花はいろいろな顔を持ち、奥が深い事を知る。

”春もやや けしきととのう 月と梅 芭蕉”
”夏もやっぱ あつきししとう ツナと梅酒 馬笑”

小生、もう少し大きくなったら（歳とったら）また来てみよう。

白髭神社

向島百花園入口

向島百花園 受付

賑わっている園内

大輪朝顔展 古風な池

福禄寿尊堂 ひょうたん 芭蕉の句碑



９時０５分

東武鉄道東向島駅着。

なんと.東武博物館有。

”東武東上線開業１００周年記念展””プラレールフェッスティバル”

などを実施中。

『東武鉄道創立90周年記念事業として1989年（平成元年）5月20日に

東武鉄道伊勢崎線東向島駅高架下に開館した。

東武鉄道で実際に使われた蒸気・電気機関車や電車、バスの

展示をはじめ、電車・バスの運転シミュレータ、ジオラマなどが

展示されている。』

１７２０系特急デラックスロマンスカー有。

懐かしい～。

昭和３５年運行開始.日本鉄道車両の

名車の一つだと思う。

今でも.美しい姿に惚れ惚れする。

東武日光軌道線200形203号電車有。

これもなかなか美しい。

９時１４分

国道６号線、水戸街道に出る。

９時２０分

地蔵坂通り入口。

この通りを進み、再び隅田川を目指す。

ここは、東向島一丁目。

９時４０分

再び隅田川に出る。

桜橋が見える。

桜橋の上にいる。

『台東区と墨田区の姉妹提携事業として1980年に創架が始まり、

1985年に完成した隅田川唯一の歩行者専用橋で、両岸の

隅田公園を結ぶ園路の役割を持つ。

形状は平面のX字形の特異な形をしている。』

姿形が良く.粋な形をしている。

渡ってみるとドラマの主人公になったみたいな感じ。

桜の木の緑のトンネルが続く。

ここは、隅田川公園。

東武博物館入口

１７２０系デラックスロマンスカー

水戸街道と東武線橋

２００形

隅田川沿道

地蔵坂通り

桜橋が見える

Ｘ字形の桜橋の上

さくらの木の緑のトンネル



９時５０分
言問橋着。
ここで紹介
『関東大震災の震災復興事業として計画された橋。
両国橋や大阪の天満橋と並んで三大ゲルバー橋と
呼ばれた長大な橋である。
川端康成は小説『浅草紅団』（先進社、1930年）の中で、
その直線的で力強いデザインを曲線的で優美な清洲橋と
対比させ、「ゆるやかな弧線に膨らんでいるが、隅田川の
新しい六大橋のうちで、清洲橋が曲線の美しさとすれば、
言問橋は直線の美しさなのだ。清洲は女だ、言問は男だ。」
と記している。
「言問」という名称は在原業平の詠んだ、
名にし負はばいざこと問はむ都鳥わが思ふ人はありやなしやと
という歌に因む
もともと「竹屋の渡し」という渡船場があった場所である。』

橋を男女に例えられる、川端康成先生は流石！
小生、川端康成先生は、日本の文豪の中で一番描写が鋭く、
一番美しい日本語を使われると思っていたが、まさしくその通り。
小生も、本ブログでこのような表現ができるようになりたい。
新しい目標ができた。

橋の端に小さなトンネルがある。
ここは小生にとって恐怖の場所である。
小さい頃、いたずらをすると、よく母親から
「実はおまえは、言問橋のトンネルで拾われた子だ。元に戻すよ。」
と脅かされた。
（今考えると虐待じゃない？よくこんなに真直ぐに育ったもんだ）（爆）
（一応、戸籍確認済）

１０時００分
隅田公園内にある牛島神社。
ここで紹介
『牛島神社は、貞観年間（859-79）の頃慈覚大師が
建立したと伝えられています。
かつては牛御前社と称しており、その由来については、
慈覚大師が一草庵で須佐之男命の権現である老翁に
会った際の託宣により建立したと伝えます。
本所総鎮守として崇敬を集め、明治時代には郷社に
列格していました。
江戸時代から庶民に親しまれた「撫で牛」（なでうし）が
祀られています。
牛の同じところをなでると病気が治るという信仰で、
体だけではなく心もなおるという心身回癒の祈願物です。』

下町の中の静かな古い威厳ある神社である。
撫で牛には、一応頭が良くなる様に、頭を三回いい子いい子いい子
してきた。

鳥居の合間から、スカイツリーが
早くおいでよと呼んでいる。

言問橋

恐怖のトンネル

牛島神社

鳥居の向こうにスカイツリーが見える

牛



１０時０５分
向島１丁目２０番地７号。
母親の叔母夫婦が大昔ここで、洋食屋”かもめ”をやっていて、
自称向島小町の母親は、お店を手伝っていたらしい。
近くの職工であった父親が、よくここへ飲みに来て知り合ったらしい。
その後、二人は結婚し、叔母夫婦がお店を辞めた後、借り受けて、
ここで小さな工場（こうば）をスタートしたらしい。
ここは、町工場折笠製作所の発祥の地である。
その後、葛飾立石に引っ越したらしい。

目頭と胸が熱くなる。

今は、その面影はない。
たぶん、小生が言問橋のトンネルで拾われたのは、
この頃だと思う。（爆）

いよいよ、東京スカイツリーを大きく見上げる所まできた。

１０時１６分

東京スカイツリー着。

見上げると首を攣ってしまいそうになる。

ここで紹介

『東京スカイツリーは東京都墨田区押上一丁目にある

電波塔（送信所）である。

観光・商業施設やオフィスビルが併設されており、

ツリーを含め周辺施設は「東京スカイツリータウン」と呼ばれる。

2012年5月に電波塔・観光施設として開業した。』

スカイツリーの真下に来た。

高所恐怖症の小生は、下半身がムズムズしてくる。

お金を払ってまで上る気にはならない。

ソラマチの中は、人・人・人で混んでいる。

いろいろなお店があるなあ。

冷房で十分体を冷やしながら、ウィンドショッピング。

折笠製作所発祥の地 右の家付近

東京スカイツリー駅 入口

スカイツリーが大きくなってきた

東京スカイツリータウン 入口

ソラマチ

スカイツリーの真下から真上を望む



１０時３０分
隅田川吾妻橋を目指して出発。
途中、業平橋を通る。
業平橋（なりひらばし）。この橋は歴史のある橋である。
『業平橋は、大横川（現、大横川親水公園）に架かる橋で、

墨田区業平1丁目より吾妻橋3丁目を結ぶ浅草通りを通す。
創架は寛文2年（1662年）と伝えられ、『新編武蔵風土記稿』
（巻之二十四、葛西郡之五）には、「業平橋 横川に架す、
長七間幅二間の板橋なり寛文二年伊奈半十郎奉行して掛渡せり、
業平天神の社辺なるを以て其名とす」と記されている。
現在の橋は昭和5年（1930年）に架設されたもの。』

ちなみに、現東京スカイツリー駅は、その前は業平橋駅と
名乗っていた。

橋の下は、大横川親水公園で、船の形の建物がある。
おもしれ～。

１０時４４分
現森橋通過。
北十間川沿の裏道を隅田川に向かう。
墨田区役所及びアサヒビール本社が見えてきた。

まもなく隅田川を亘って、浅草駅に到着する特急スペーシアが
超スローで走っている。

業平橋

大横川親水公園 船の形の建物

マンション
墨田区役所

アサヒビール本社

特急スペーシア



１０時５２分

墨田区役所着。

まあ立派な建物。

お金があるんすなあ。

たいしたもんだ、墨田区。

その隣がアサヒビール本社ビル。

ここの頂上には、レストランがあり、

長女の成人式祝いの

会食をここでやった。

更にその隣が大きなオブジェ・きんとん。

そこで紹介

『スーパードライホール屋上のオブジェは、1989年にアサヒビール

創業100周年を記念してスーパードライホールと共に建設されました。

オブジェのデザインは、フランスのデザイナーのフィリップ・スタルク氏

によるものです。スタルク氏はスーパードライホールの設計も担当

しました。オブジェは燃え盛る炎をデザインしたもので、「フラムドール」

(フランス語で金の炎)と呼ばれております。

アサヒビールの燃える心を象徴しています。

オブジェが炎、そして下のスーパードライホールが聖火台をイメージ

して設計されているんです。』

なるほど、やっぱ調べてみるもんですね。

小生は、ずっと大きな黄色い う○こ と思っていました。

１０時５７分

赤い粋な姿の吾妻橋。

『創架は1774年（安永3年）10月17日のことで、それまでは「竹町の渡し」

と呼ばれた渡し舟があった場所であった。

江戸時代に隅田川に架橋された5つの橋のうち最後の橋であり、

1769年（明和6年）4月に浅草花川戸の町人伊右衛門と下谷竜泉寺の

源八の嘆願が幕府によって許可され、着工後5年で完成したものである。』

橋の下を大きな水上バスが行く。

隅田川固有の有名な景色だ。

ここから、また隅田川沿を歩く。

青い駒形橋。

『関東大震災後の復興計画により現在の橋が

はじめて架橋された。

それまでは「駒形の渡し」があった場所である。』

向う岸には、有名な駒形どぜう屋がある。

青い橋の下を小さな水上バスが行く。

なにやらジャングルみたいな道に

なってきた。

１１時０６分

やたら粋な屋形船が多くなってきた。

その後ろに、厩橋（うまやばし）が見える。

立派な墨田区役所

アサヒビール本社ビル

黄色いオブジェ

吾妻橋

駒形橋

隅田川沿のジャングル

屋形船と厩橋



粋な名前。
『橋全体に馬を連想させるレリーフなどが施されている。

橋名は西岸にあった「御厩河岸（蔵前の米蔵の荷駄馬用の厩）」にちなむ。
もともと元禄年間ごろから続いていた「御厩の渡し」のあった場所である。
1872年（明治5年）に花見客の人出でこの渡し舟が転覆する事故があった。
以前から転覆事故が多く「三途の渡し」と揶揄されていたこともあり、
民間の手により架橋されることとなる。』

三途の渡し？ 怖！
話は変え、ケミストリーの”最期の川”という歌を聞いてみて下さい。

黄色のマリーゴールドの花が綺麗。
その後ろに黄色の蔵前橋が見えてきた。

１１時１２分
蔵前橋。黄色がとてもお似合いである。
『橋名は「蔵前通り」にちなみ、また橋全体が稲の籾殻を連想させる黄色

に塗装されている。1954年（昭和29年）9月～1984年（昭和59年）12月
まで東詰に蔵前国技館があり、高欄には力士などのレリーフが施され
ている。関東大震災の復興計画により現在の橋が架橋された。
それ以前は「富士見の渡し」と呼ばれていた渡船場があった場所で
ある。』

ここで、隅田川とお別れし、陸にあがる。

１１時２０分
横網町公園着。
ここは、東京都墨田区横網にある東京都立の公園である。
東京都慰霊堂や復興記念館がある。

復興記念館の中に入る。

ここは、関東大震災の惨禍を永く後世に
伝え、また官民協力して焦土と化した
東京を復興させた当時の大事業を永久
に記念するため、東京都慰霊堂の付帯
施設として昭和6年に建てられた。

悲惨な光景に合掌するしかなかった。

東京都慰霊堂。工事中
『東京都慰霊堂は東京都墨田区横網の

横網町公園内にある慰霊施設。
1930年（昭和5年）に関東大震災の
身元不明の遺骨を納め、死亡者の霊を
祀る震災記念堂として創建され、
1948年（昭和23年）より東京大空襲の
身元不明の遺骨を納め、死亡者の霊を
合祀して、1951年（昭和26年）に現在の
姿となった。東京都の施設であるが、
仏教各宗により祭祀されている。』

多くの亡くなった方に黙とう。

マリーゴールドと蔵前橋

黄色が似合う蔵前橋

横綱町公園 入口

復興記念館 入口

東京大空襲で非難する人たち

東京大空襲後の廃墟化した街並

溶けてしまった自動車部品

東京都慰霊堂

東京空襲犠牲者追悼碑



１１時４２分

旧安田庭園

『江戸時代においては、本庄松平氏（常陸笠間藩、のち丹後宮津藩）の

下屋敷。元禄年間に、本庄宗資により大名庭園として築造された。

安政年間に、隅田川の水を引いた潮入回遊庭園として整備された。

明治に入り、旧岡山藩主池田章政の邸宅となる。

明治22年、安田財閥の祖である安田善次郎が所有することとなった。

現在は墨田区所有。入場無料。』

煉瓦色の墨田区公会堂がとても綺麗であり精悍でもある。

『この建物、大正12年に起きた関東大震災後の復興事業の

一環として建てられたものだが、その建設費は戦前財閥の

一つである安田財閥の寄付により賄われたという。』

静寂。しばらくここで、心を清め、整える。

”しあわせは いつも じぶんの こころが きめる” みつを

１１時５２分

両国国技館着。

現在、名古山場所開催中で本日が千秋楽だが、

こちらはいたって静か。

サッカーと同じに、大型スクリーンで実況中継

しているかと思ったが、まったくその様子はない。

ほとんど人がいない。

小生、相撲ファンである。

昨日の土曜日は、相撲中継でテレビにくぎ付けだった。

大砂嵐、遠藤が、７勝７敗となった。

大関琴奨菊が、高安に勝ち、１２勝２敗となった。

横綱白鳳も鶴竜に勝ち、１２勝２敗となった。

どの取組も緊張感のある力強い一番であった。

特に大関琴奨菊の勝負前の冷静さと気迫と真摯な

態度、立ち合いの鋭さと相撲のうまさ、勝負が終わった

後の安堵な顔、小生は感動し、ファンになった。

両国国技館のお土産屋さんで琴奨菊の手形の色紙を買った。

千秋楽の今日の夕方、大関琴奨菊は関脇豪栄道に負けてしまい、

優勝を逃してしまう。優勝は横綱白鳳。

琴奨菊は始終無言で目に涙が光っていたという。

１２時００分

両国駅着、本日のゴール。

４時間、１３ｋｍのショートの旅であったが、内容は濃かった。

今日は、日曜日で完全な ＯＦＦ ＴＩＭＥ。

日頃、頑張っている自分に御褒美 しちゃおうかな。

ちゃんこ鍋をプレゼント～！

うれピ～！

旧安田庭園 全景

池と墨田区公会堂

古風な赤い橋

両国国技館入口と壁画

大関琴奨菊の手形

両国駅



大江戸八百八町”花の舞”
鳥ちゃんこ＆雑炊セットで行こう！

ここから実況中継。

東～、折の山～、折の山～！
西～、鳥ちゃんこ～、鳥ちゃんこ～！

先ずは、折の山、勝負前に生ビールを呑んだ。
おっと、あまりにの旨さに涙ぐんでいる。
早い、早い、一気に飲み干した。

あっ、その時、鳥ちゃんこ入場。
おっと、あまりにの鳥ちゃんこの量の多さに折の山たじろんだ。

凄い、鳥肉の大きさと量、各種野菜の多彩さ、仕上げは油揚げだ。
しきりが始まった。行事（お店の親切なかわいいおねえちゃん）
の指示に従い、味噌味スープに肉から入れる、次にニンジンや
大根のような硬い野菜、次に中くらい硬いのネギやごぼうのスライス、
最後にえのきや油揚げ。

一気に強火にする。

ここで、次の相手、雑炊セット入場。あまりにのごはんの多さに
折の山完全に弱気になっている。

ここで、景気付けにメガハイボール（７００ｍｌ）を
応援要請。

さあ、いよいよちゃんこも煮詰まり、勝負直前。

行事が軍配を返した。

両者、鋭い立ち合い。

はっけよい、残った！ 残った！ 残った！

折の山、まずはメインの鶏肉から攻めた。
次に野菜、一気に攻め込んでいる。

どんぶり２杯、３杯、良い調子だ。
メガハイボールの勢に助けられている。

・・・・・

おっと、ここで急激に腹がいっぱいになってきた。
味噌スープを飲み過ぎたか？
雑炊セットを見てしまったからか？
メガハイボールの炭酸が腹にきいてきたか？

折の山、残った！残った！残った！

折の山、復活、一気に攻勢に出る。粘る、粘る、粘る。
そして、一気にちゃんこをすくい投げ。

お見事！

出汁のきいた味噌スープを雑炊用に適度に残し、まずは一勝。

大江戸八百八町”花の舞”

冷たい生ビール

鳥ちゃんこ関

メガハイボール
雑炊セット関

勝負前の鳥ちゃんこ関



だが、折の山には、次の勝負、強敵雑炊セットが待っていた。
行事が次の勝負をせかしている。

折の山、しぶしぶご飯を味噌スープに入れだした。
それにしても、多い。

そして、一気に強火にした。ぐつぐつ ぐつぐつ。
すると、ご飯が膨張しだした。ますます大きくなっている。

まずい。折の山完全に圧倒されている。

仕上げは玉子。よく溶いてから丁寧に均等に入れた。
鳥ちゃんこは見事に、玉子雑炊に変身した。
玉子のおかげで益々雑炊セットは肥大化した。

どう見ても二人分以上はある。

折の山は絶句状態、不戦敗か？

前の鳥ちゃんことの勝負で体力が完全に
消耗している。（腹がいっぱい）

何とか、メガハイボールの力を借りてしきりに入った。

はっけよい、残った！残った！残った！

鍋からとってもとっても、雑炊が湧いてくる感じ。

雑炊セット半分経過時、折の山に異変、気持ち悪くなったか？

折の山頑張れ！折の山頑張れ！

折の山の脳裏に”有言実行”の文字が浮かびだした。

残った！残った！残った！

折の山、復活、一気に雑炊セットにがぶり寄り。
すごい折の山、雑炊セットが見る間に無くなっていく。

そして、最後は寄り切り。

見事、折の山、雑炊セットに勝ちました。

それにしても、折の山、勝負後、苦しそうです。
若干、涙目になっています。
完全にまわし（ズボンのボタン）を緩めています。

それでは折の山さんにインタビューしてみましょう。

アナウンサー：折の山さん、おめでとうございます。
折の山 ：ハア～ ハア～ ありがとうございます。
アナウンサー：苦しそうですね。
折の山 ：近代まれにみる苦しい戦いでした。

アナウンサー：なにが苦しかったですか？
折の山 ：はい、鳥ちゃんことの勝負では、主役の鳥肉の多さとダメ押しの油揚げです。

また、その時、目に入った次の相手雑炊セットのご飯の量に圧倒されました。
アナウンサー：よく勝てましたね。
折の山 ：はい、メガハイボールに助けられました。

勝負前の雑炊セット関

メガハイボールに力を借りる

勝負後の鳥ちゃんこ関と
雑炊セット関



３）トピックス

（１）向島の花街

向島は隅田川沿岸に位置し、江戸時代から風光明媚の地として栄えてきたが、明治期に料理屋が

置かれ、それが花街の起源となる。

最盛期には待合、料理屋が100軒から200軒、芸妓は1000名以上あり各検番（芸妓、料理屋を管轄

する機関）にそれぞれ在籍した。

中でも洋装のダンス芸妓が人気を集めた。その近くには玉の井という銘酒店街（飲み屋を装った

非公認の遊○）が存在した。

関東大震災、第二次世界大戦の危機を乗り越えてきたが昭和後期に入り料亭、芸妓数の減少が続き、

2009年現在、料亭18軒、芸妓120名である。戦前には複数あった見番が「向嶋墨堤組合」に統合され、

芸妓の技芸向上や後進の育成を図るほか、春の時期に桜茶屋を設け花見客を接待するなど、

対外的にも積極的に取り組んでいる。

ここで、笹みどり 下町育ち を

『１ 三味と踊りは 習いもするが

習わなくても 女は泣ける

つらい運命の 花街育ち

義理がからんだ 花ばかり

３ 忘れなければ いけない人と

知ったあの夜は 袂がぬれる

強く生きるの 女の街で

秘めてかざした 舞扇』

アナウンサー：雑炊セットの勝負は如何でしょう？

折の山 ：相手の大きさに完全に圧倒されました。

鍋からとってもとっても、雑炊が湧いてくるのにはまいりました。

アナウンサー：最後、勝てたのは？

折の山 ：最後は”有言実行”の言葉です。この言葉に助けられました。

アナウンサー：そうですか。それでは最後に一言お願いします。

折の山 ：他の力士の皆さんへ。雑炊セットは、ちゃんこを食べ終わって、その時の

腹の様子で頼む方が良いですね。

アナウンサー：どうもありがとうございまいた。

折の山 ：げふっ。 ありがとう げふっ。 ございました。

その夜、折の山は、夕飯はほとんど食べられず、

次の日の昼食も小食だったそうです。

鳥ちゃんこ＆雑炊セットは、相当な強敵だった様です。

以上、墨田区の旅は今までとは、ちょいと

味の違う楽しい旅でした。。

ごっつあんで～す～！

両国駅で横綱白鳳に送られる



 評価項目
主

観

的

評

価

客
観
的
評
価

合計 38

5
4
3
3

芸術
技術

伝統
自然

点数
4
4
4
3
3
5

清潔感
文化

第一印象
活気

あたたかさ
センス

５.自身思っていることに対するフィードバック
１）２３回/年の徒歩の旅は、回数的にも大きなチャレンジとなる

→今では.生活の一部となっている。

２）最新のモバイルパソコン導入により移動中の生情報ブログ作成にチャレンジする
→テキストボックスの行間隔が勝手に変わってしまう。

どなたか対策を教えて下さい。
（３）有言実行、周りにやるぞと言ってしまった、もう逃げられない

→いろいろなシーンで活用している。
（４）田舎のおじさんは少しは都会的センスが磨かれるだべか

→下町の旅では.難しい。
（５）自分なりの日本の心を構築していく

→着々と進んでいる。

-1

1

3

5
第一印象

活気

あたたかさ

センス

清潔感

文化

伝統

自然

芸術

技術

点数

５：良い：

４：まあ良い

３：普通

２：あまり良くない
１：悪い

墨田区
合計３８点

４．旅後の墨田区の印象
１）評価

２）全体を通し
墨田区は、面白かった。
向島百花園と旧安田庭園で自然を楽しみ、隅田川の橋の歴史を知った。
関東大震災と東京大空襲の悲惨さを改めて感じた。
改めて、文化と伝統を知った

チャンコ鍋と戦いは一生忘れないだろう。


